
六
月
二
十
二
日
、
小
野
町
役
場
に

お
い
て
、
平
成
十
六
年
度
第
一
回
小

野
町
都
市
計
画
審
議
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

今
回
は
、
こ
れ
ま
で
の
委
員
の
任

期
が
満
了
し
た
こ
と
に
伴
い
、
最
初

に
辞
令
交
付
が
行
わ
れ
、
新
た
に
十

名
の
方
々
が
町
長
よ
り
任
命
さ
れ
ま

し
た
。

春
山
町
長
か
ら
は
本
町
都
市
計
画

行
政
に
対
す
る
理
解
と
協
力
に
対
す

る
御
礼
、
町
の
主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
あ
る
「
右
支
夏
井
川
河
川
改
修
と

市
街
地
整
備
」
並
び
に
「
こ
ま
ち
ダ

ム
建
設
」
に
つ
い
て
、
そ
の
経
過
と

今
年
度
の
取
り
組
み
に
あ
た
っ
て
の

町
の
基
本
姿
勢
等
に
つ
い
て
あ
い
さ

つ
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
引
き
続
き
、
会
長
の
選
出

が
行
わ
れ
、
新
た
に
櫛
田
忠
夫
氏
が

満
場
一
致
で
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
会
長
職
務
代
理
者
に
は
長
久
保

喜
伸
氏
が
会
長
指
名
に
よ
り
指
定
さ

れ
ま
し
た
。

議
事
で
は
、
平
成
十
六
年
度
都
市

計
画
事
業
計
画
に
つ
い
て
、
説
明
が

行
わ
れ
、
こ
れ
ら
に
基
づ
き
審
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

町
で
は
、
今
後
も
審
議
会
の
ご
意

見
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
各
地
区
の
ま

ち
づ
く
り
委
員
会
を
通
じ
て
、
住
民

の
皆
さ
ん
と
対
話
を
重
ね
、「
定
住
と

交
流
と
快
適
環
境
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、
都
市
計
画
審
議
会
委
員
は

次
の
方
々
で
す
。

任
期
　
平
成
十
六
年
四
月
一
日
〜

平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

（
敬
称
略
）

役
　
職
　
　
氏
　
名

会
　
長
　
櫛
田
　
忠
夫
　
新
　
任

（
商
工
会
長
）

会
長
職
務
代
理
者

長
久
保
喜
伸
　
新
　
任

（
行
政
区
長
会
長
）

審議会の様子

委
　
員
　
佐
藤
　
　
登
　
再
　
任

（
町
議
会
選
出
）

〃
　
　
村
上
　
昭
正
　
再
　
任

（

〃
　
　
）

〃
　
　
宍
戸
　
良
三
　
再
　
任

（

〃
　
　
）

〃
　
　
時
田
　
敏
孝
　
再
　
任

（

〃
　
　
）

〃
　
　
駒
木
根
好
一
　
再
　
任

（
農
業
委
員
会
長
）

〃
　
　
近
野
　
喜
子
　
再
　
任

（
住
民
代
表
）

〃
　
　
矢
吹
　
雅
孝
　
再
　
任

（

〃
　
　
）

〃
　
　
斎
藤
　
英
子
　
新
　
任

（

〃
　
　
）


